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青少年赤十字（ＪＲＣ）４
　青少年赤十字は、将来を担う青少年が赤十字を正しく理解し、進んで赤十字運動に参加することを通じて、世界の平和と
人類の福祉に貢献できるように、日常生活の中で、望ましい人格と精神を自らつくりあげることを目的とした事業であり、
教師等を指導者として、幼稚園・保育所、小・中・高等学校の中に組織され、学校教育・幼児教育の中で進められています。「気
づき、考え、実行する」という自主性に基づき、世界の青少年赤十字に共通している３つの実践目標を掲げて、青少年の発
達段階や学校内外の実情に応じた活動を展開しました。

（１）青少年赤十字の3つの実践目標
①　生命と健康を大切にする。（健康・安全）
②　人間として社会のため、人のためにつくす責
　任を自覚し、実行する。（奉仕）
③　広く世界の青少年を知り、仲良く助けあう精
　神を養う。（国際理解・親善）

（２）加盟状況
区　分 加盟校数 メンバー 指導者数 備　考

幼稚園・保育所  12園 820人 50人 314園中   3.8％
小 学 校 113校 28,362人 1,271人 463校中 24.4％
中 学 校  68校 21,047人 800人 229校中 29.7％
高等学校  41校 587人 57人 109校中 37.6％
特別支援学校   4校 110人 43人 22校中 18.1％
合　計 238校 50,926人 2,221人 1,137校中 20.9％

（４）青少年赤十字研究協力校の指定・新規加盟校
区　分 学　校　名 指定年度・加盟年月 活動助成金 備　考

研　究
協力校

仙台市立宮城野小学校 平成18・19年度 200,000円 11/29研究公開
石巻市立鮎川小学校 平成19・20年度 200,000円

新　規
加盟校

宮城県多賀城高等学校 （復帰）
宮城県貞山高等学校 （復帰）
仙台市立大倉小学校 （復帰）
仙台市立人来田中学校
栗原市立宮野幼稚園
南三陸町立戸倉中学校
宮城県気仙沼高等学校

（５）青少年赤十字国際交流事業
区分 期間・対象国・参加者 主な活動

派
遣

8/14 ～ 20 
タイ国
メンバー 10・指導者3

計13名

（タイ国赤十字社による交流プログラム）
タイ国赤十字社表敬訪問、赤十字施設見学、
青少年赤十字加盟校訪問、活動発表、文化紹介、
メンバー・指導者との交流会、ホームステイ

受
入

11/16 ～ 23
バングラデシュ
メンバー 2・指導者1

計3名

（宮城県支部滞在中プログラム）
支部表敬訪問、ホストファミリー滞在プログラム、
赤十字施設見学、学校訪問・交流プログラム、
青年赤十字奉仕団との交流会

トレセン（救急法）

国際交流事業（タイ派遣）

（３）リーダーシップ・トレーニングセンター（トレセン）実施状況
対象（地区） 期間・場所 参加者

小・中学生
（栗原・大崎）

7/30 ～ 8/1 
国立花山少年自然の家（栗原市）

小･中学生メンバー 30名
指導者6名

小・中学生
（仙台市小中・仙南・仙台南・仙台北）

8/2 ～ 4 
宮城県泉が岳自然の家（泉区）

小･中学生メンバー 32名
指導者10名

小・中学生
（石巻･南三陸･登米）

8/7 ～ 9 
宮城県志津川自然の家（南三陸町）

小･中学生メンバー 14名
指導者6名

高校生
（全地区）

8/10 ～ 12 
宮城県泉が岳自然の家（泉区）

高校メンバー 21名
指導者10名

トレセン（フィールドワーク）


